

























進な どで急速 に進展した朝鮮半島の雪解 けに始 ま
る東アジア情勢の変化と未 来像をとらえる公 開講
座 東アジアの共生一 芸術と政治が語 る現場」が、
京都女子学園創立90周年(創 始101年)、京都女子




文化のあ り方を 同時 にとらえる 目的で、第一部パ






のなか に正 当に位 置づけ得るか。各方 面の専門家
による多面的な論議を通してこの課題 を学問的に
追求することが本公開講座 の 目的であった。 同時
に、明治以来 、「脱亜入 欧」の西 欧化 の道を突 き
進んできた 日本が21世紀 において、いか にして ア
ジアの一員としての 自覚を取り戻し、近隣諸 国と
の 「共生」を果たすことができるか。 こうした 問
題を学生諸君を含む参加者 全員の問題意識 として
追求して ほしいというねらいがあった。
　上述の意 図から、第一部のパ ネル ディスカッシ
ョンで は、同時進行する現実の動向をできるだ け
正しく捉える必要性があり、現場の情報 に精通 し
た専 門家やジャーナリストの参加 を求め、細密 な
ファクトをもと にしたディ スカッショ ンを構想 し
た。外部から招いたパネラーは、小 田川 興・朝 日
新 聞編集 委員(元 ソウル支 局長)、 日下雄一 ・テ
レビ 朝 日プロデ ユーサー 、辺 真一氏(「コリア ・
レポ ート」編集長)、保 阪正康氏(函 館 大学客員


































































を考える には、「隣人」として とらえる思想 に転
換しなければならない」 と述べた。
　 日下氏は、テ レビ報道 の現場 において朝鮮半島
問題 に早期 か ら取 り組ん でき たが 、実 際 には、
「北朝鮮 に関してメ ディ ア側 はほとんど 限られた
情報 しかも ちえなかった」 という。たとえ ば北の
脅威 論が出るとき は全体 が脅威論報道 に傾き、飢
餓 情報が出るとそれ一色 になる。しかし 「本 当の
ところはわか らない 」という。今 回は、金大 中大
統領 がピョンヤ ンへ乗 り込み 、金正 日氏と握手す
る映像が世界中に配信されて 、世界 中の報道が祝
賀ムードー色 になった。 日下氏 は「こうした映像
のカを過信 してはい けない と」と 自戒をこめて語
った。
　 3:依 田氏は、在 日外国人の参政権 問題 を捉え
るための各種 の論 点を整理して紹介した。ある世
論調 査では、賛成派 が過 半数を上 回っているが、
反対派も根 強い。賛否 を分 ける背 景 には、「国家
とは何か 」に対する認識 の相違がある。 国家主権
を優 先すれば外 国人参政権 はなじまない。しかし
普遍 的な民主主義 という価値を優先すれ ば、永住
外国人への参 政権 は認 め得るのである。
　 この公 開講座 が行 われた とき は、おりしも米国
の大統領選 挙戦のさなかであった。ブッシュ候補
とゴ ア候補 は熾烈な争いを展 開していたが、わず
かにブッシュ 氏の優勢 が報じ られていた次期であ
る。 米 国の大統 領選 挙で どち らの 陣営 が勝つ か




の流れは急速 に停滞するこ とになった。さら には
米国の対中政策も 、クリン トン政権の時代とはお
おきく転換 し敵対 的なも のに変わった。米国はミ
114
サイ ル 防衛構 想(NMD)の 推進 と協力 を 日本 に
も求 め、 日米軍事 同盟の枠組みは従来以上に強化
される方 向にある。
　 さ らに 日本国 内における教科書問題や 首相 の靖
国参拝 問題 など に象徴 され た一 連の保 守化 傾 向
が、韓 国や 中国などの近隣諸国の強い反発 を招 く
な ど、21世紀 を迎えた東 アジア は、「共生」どこ
ろが 敵対」の方 向性を強めているように見える。




米 国、中国、韓 国、北朝鮮 、ロシアとの交渉 を進
め説得してゆくのか。そのような大所 高所 の課題
を 、市井の一市民、学生諸君が 自己の問題 として
とらえてゆくための 「知的基盤 」として、こ のパ
ネル ・ディスカッションは大きな意味があった。
　 第二部のコンサート部門では、 中国のオ ーケス
トラ 「華夏」(ファシャ)、「モンゴル の民族音 楽
と舞 踊」、「KOREANの舞」な どが行 われた。激
動する政治の背景 にある民衆の暮らしや 民族 の文
化のありかたを、音楽や舞踊などの芸術表 現を通
じ て知 覚す る。人 間 として の感性 と 情緒 を共 有
し、体験することは言葉の論議 と同様 に重要で あ
る。
　 華夏 は、芸術監督常任指揮者 クンリン氏が率 い
るオーケストラで、 日本でも 多数の公 演をおこ な
っている。 中国の伝統音楽の要素をとりいれな が
ら、華やかな現代感覚をも ったオ ーケス トラ とし
て 、内外で高く評価されている。当 日の演 目は、
「喜洋 々」「紫竹 調」「彩雲 追月」 のほか、琵琶独
奏「イ族舞 曲」「桜 さくら」、二胡独奏「空山烏語 」













展 を め ざ し て1980年に創 立 さ れ た 「 舞 踊 団











りと華 やい だ気分 でコ ンサ ー トを鑑 賞する こ と
で 、「21世紀 、東アジア の共生」 といういくぶ ん
抽象 的なテーマ に、 同時代を生き呼吸する人間と
しての共生の感覚を吹き込むことができた。
　 ところで、今 回の公開講座 は濃密 な内容 が盛 ら
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れていた にもかかわ らず 、あい にくの天候の悪さ
とウイ ークディ という条件が重なって参加 者がや
や少 なめだった。さ らに外部か ら来聴した人より
本 学学生の参加者 が稀少であったことは残念で、
一抹 の反省 点として残っている。ふだんの講義で
は聴 くこ とができず 、触れることもできない貴重
な内容だ ったこ ともあ り、 自己啓発をめざす学生
諸君 はもっ と意 欲 的に参加 し てほ しかっ た と思
う。
　最 後に、今 回の公 開講座の実施 にあたっては、
現代社会学部だけではなく、本学法人本部事務局
を含む各方面の関係者の皆さんから協力を得た。
ボランティア的な協力もたくさんあり、この場を
かりて謝意を表したい。なお、この文章ではパネ
ルディスカッションの細部を含む全体の紹介が不
十分であること、パネルの論議の詳細をさらに広
範に公開してほしいという社会的、教育的な要請
もあることから、別途、刊行することを検討中で
ある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (了)
